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　 　 【 請 求 項 １ 】 　 血 液 透 析 装 置 で あ っ て 、 該 装 置 は 、 新 鮮 な 透 析 液 を 調 製 し 透 析 液
を 混 合 チ ャ ン バ か ら 血 液 透 析 器 へ と 送 達 し 、 そ し て 使 用 済 み 透 析 液 を 該 血 液 透 析
器 か ら 排 液 管 へ と 戻 、

は 、 以
　 （ ａ ） 第 １ の 容 量 型 ポ ン プ で あ っ て 、 該 第 １ の ポ ン プ は 、 該 混 合 チ ャ ン バ

に 油 圧 接 続 さ れ た 入 口 を 有 す る ；
　 （ ｂ ） 第 １ の 流 量 計 で あ っ て 、 該 第 １ の 流 量 計 は 、 該 第 １ の ポ ン プ の
出 口 に 油 圧 接 続 さ れ た 入 口 お よ び 血 液 透 析 器 の 透 析 液 入 口 に 油 圧 接 続 可 能 な 出
口 を 有 し 、 該 第 １ の 流 量 計 は 、 該 第 １ の ポ ン プ の 容 量 ポ ン ピ ン グ 速 度 の
関 数 で あ る 特 徴 を 有 す る 各 出 力 を 生 じ る ；
　 （ ｃ ） 第 ２ の 流 量 計 で あ っ て 、 該 第 ２ の 流 量 計 は 、 該 血 液 透 析 器 の 透
析 液 出 口 に 油 圧 接 続 可 能 な 入 口 を 有 す る ；
　 （ ｄ ） 第 ２ の 容 量 型 ポ ン プ で あ っ て 、 該 第 ２ の ポ ン プ は 、 該 第 ２ の 流 量 計

の 出 口 に 油 圧 接 続 さ れ た 入 口 お よ び 排 液 管 に 油 圧 接 続 さ れ た 出 口 を 有 し 、 該 第 ２ の 流
量 計 は 、 該 第 ２ の ポ ン プ の 容 量 ポ ン ピ ン グ 速 度 の 関 数 で あ る 特 徴 を 有 す
る 各 出 力 を 生 じ 、 該 第 １ お よ び 第 ２ の ポ ン プ

は 、 そ の 間 で Ｕ Ｆ ル ー プ を 規 定 ；
　 （ ｅ ） こ こ で 、 該 第 １ の ポ ン プ の 容 量 ポ ン ピ ン グ 速 度 該 第 ２ の ポ ン プ の 容 量 ポ ン ピ ン
グ 速 度 の 差 は 、 該 Ｕ Ｆ ル ー プ に お い て 、 容 量 条 件 を 生 じ 、 該 容 量 条 件 は 透 性 膜
を 横 切 る 正 味 限 外 濾 過 を 促 す ；

、 該
（ １ ２ ）

（ １ ２ ） す た め の も の で あ り 該 透 析 器 は 、 半 透 性 膜 に よ っ て 隔 て ら
れ た 透 析 液 隔 室 お よ び 血 液 隔 室 を 含 み 、 そ し て
該 装 置 下 ：

（ １ ４ ） （ １
１ ） 、 第 １ の 容 量 型 ポ ン プ （ １ ４ ）

（ ２ ０ ） （ １ ４ ）
該 （ １ ２ ）

（ ２ ０ ） （ １ ４ ）
よ う に さ れ て い る 、 第 １ の 流 量 計 （ ２ ０ ）

（ ３ ２ ） （ １ ２ ）
、 第 ２ の 流 量 計 （ ３ ２ ）

（ ３ ４ ） （ ３
２ ）

（ ３ ２ ） （ ３ ４ ）
る よ う に さ れ て お り の ポ ン プ （ １ ４ ） （ ３ ４

） し
と

と の 間 、 半
流 体 の 、 第 ２ の 容 量 型 ポ ン プ （ ３ ４ ） な ら び に



装 置 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ポ ン プ が 、 ギ ア ポ ン
プ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 流 量 計 の 前 記 各 出 力
が 、 各 電 気 信 号 を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 前 記 電 気 信 号 が 、 前 記 各 信 号 の 差 が 決 定 で き る 各 特 徴 を 有 し 、 該 差 が
、 前 記 第 １ 第 ２ の ポ ン プ の 相 対 ポ ン ピ ン グ 速 度 を 支 配 す る
の に 使 用 可 能 で あ る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 装 置 。

　 　 【 請 求 項 】 　 液 透 析 器 の 血 液 隔 室
を 準 備 す る 方 法 で あ っ て 、 該 方 法 は 、 以 下 の 工
　 （ ａ ） 液 体 を 供 給 す る 工 程 ；
　 （ ｂ ） 該 液 体 を 、 第 １ の 容 量 型 ポ ン プ を 通 っ て 、 次 い で 、 第 １ の 流 量
計 を 通 っ て 、 次 い で 、 該 血 液 透 析 器 の 透 析 液 隔 室 の 透 析 液 入 口
へ と 案 内 す る 工 程 で あ っ て 、 該 第 １ の ポ ン プ は 、 該 第 １ の 流 量 計 で 測 定
さ れ る 第 １ の 容 量 ポ ン ピ ン グ 速 度 で 、 該 液 体 を 該 透 析 液 入 口 に 送 達 す る ；
　 （ ｃ ） 該 液 体 を 該 透 析 液 隔 室 に 通 し た 後 、 該 液 体 を 、 該 透 析 液 隔 室 の 出 口 か ら 、

第 ２ の 流 量 計 を 通 っ て 、 次 い で 、 第 ２ の 容 量 型 ポ ン プ を 通 っ て 、 案 内 す る
工 程 で あ っ て 、 該 第 ２ の ポ ン プ は 、 該 液 体 の 正 味 流 れ が
該 透 析 液 隔 室 か 血 液 隔 室 へ と 通 る よ う に 促 す た め に 、 該 第 ２ の 流 量 計 で 測 定
さ れ る 第 ２ の 容 量 ポ ン ピ ン グ 速 度 で 、 該 液 体 を ポ ン プ 上 げ し 、 該 第 ２ の 容 量 ポ ン ピ ン グ 速
度 は １ ン ピ ン グ 速 度 よ り も い 、

方 法 。
　 　 【 請 求 項 】 　 前 記 液 体 が 、 透 析 液 で あ る 、 請 求 項 に 記 載 の 方 法 。
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　 （ ｆ ） 該 第 １ の ポ ン プ （ １ ４ ） お よ び 第 ２ の ポ ン プ （ ３ ４ ） 、 な ら び に 該 第 １ の 流 量 計
（ ２ ０ ） お よ び 第 ２ の 流 量 計 （ ３ ２ ） に 接 続 さ れ た 、 プ ロ セ ッ サ ま た は コ ン ピ ュ ー タ ー で
あ っ て 、 該 プ ロ セ ッ サ ま た は コ ン ピ ュ ー タ ー は 、 該 第 １ の ポ ン プ （ １ ４ ） の 容 量 ポ ン ピ ン
グ 速 度 が 、 該 第 ２ の ポ ン プ （ ３ ４ ） の 容 量 ポ ン ピ ン グ 速 度 よ り 大 き く な り 、 こ れ に よ っ て
、 該 透 析 液 隔 室 か ら 該 血 液 隔 室 へ の 液 体 の 正 味 の 流 れ が 起 こ る よ う に 、 該 第 １ の ポ ン プ （
１ ４ ） お よ び 第 ２ の ポ ン プ （ ３ ４ ） に 制 御 信 号 を 提 供 す る よ う に さ れ て い る 、 プ ロ セ ッ サ
ま た は コ ン ピ ュ ー タ ー 、
を 備 え る 、

の ポ ン プ （ １ ４ ） （ ３ ４ ）

の 流 量 計 （ ２ ０ ） （ ３ ２ ）
ま た は ２

の ポ ン プ （ １ ４ ） と （ ３ ４ ） と

　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 前 記 プ ロ セ ッ サ ま た は コ ン ピ ュ ー タ ー が 、 前 記 第 １ の 容 量 ポ ン ピ ン グ
速 度 が 、 前 記 第 ２ の 容 量 ポ ン ピ ン グ 速 度 よ り 小 さ く な り 、 こ れ に よ っ て 、 前 記 透 析 液 隔 室
か ら 前 記 血 液 隔 室 へ の 液 体 の 正 味 の 流 れ が 起 こ る よ う に 、 前 記 第 １ の ポ ン プ （ １ ４ ） お よ
び 第 ２ の ポ ン プ （ ３ ４ ） に 制 御 信 号 を 提 供 す る よ う に さ れ て い る 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ
か １ 項 に 記 載 の 装 置 。

６ 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 血 （ １ ２ ）
程 ：

前 記 （ １ ４ ） 前 記
（ ２ ０ ） （ １ ２ ） 前 記 前 記

（ １ ４ ） （ ２ ０ ）
、 工 程
前 記 前

記 （ ３ ２ ） 前 記
（ ３ ４ ） 該 血 液 透 析 器 （ １ ２ ） の

ら 該 （ ３ ２ ）

、 第 の 容 量 ポ 低 、 工 程 な ら び に
　 （ ｄ ） 該 液 体 を 、 該 血 液 透 析 器 （ １ ２ ） の 該 血 液 隔 室 に 接 続 さ れ た 血 液 ラ イ ン （ ４ ６ ａ
、 ４ ６ ｖ ） に 通 し て 循 環 さ せ る 工 程 、
を 包 含 す る 、

７ ６
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